
数値計算 期末試験の補助レポート

　昨年の数値計算実習で， 解いた人が居なく て解答と講評が５ 階に置いてない問題を集めまし

た . 一部に，『 そんなむずかしいの私には解けない』 という声があり ましたが， 一昨年以前には

解いた人が結構います. (ただし残念ながら ， 一昨年以前の解答と講評は， ５ 階の君たちの見え

ないところに置かれています. (^^;)

　提出は， ソースと実行結果をメールのテキスト 本文に入れて (ただし実行結果に画像が含ま

れる場合は， 画像のみ添付ファイルとしてよい)， ９ 月２ ６ 日の夜１ １ 時５ ９ 分５ ９ 秒 (日本時

間！ ) までに， 毎回のプレゼンの表紙に書かれていた僕の (nifty の) メアド に送ってく ださい.

(僕の携帯のメアド を知ってる人も ， 携帯には送らないよう に .) ９ 月２ ８ 日から信州大に出張

しますので， 採点期限に間に合うためには９ 月２ ７ 日に成績を提出する必要があるので， 期限

に遅れた場合は， 成績に反映できません .

問題 1

∫
∞

0

sinx

x2 + 1
dx は収束が遅く ， 無理数かどうかもまだ分かっていません . この値をできるだけ正確

に求めてく ださい. ［ 過去の実習レポート での最高レコード は小数点以下８ 桁です.]

問題 2 関数 y =
sinx

x
は 0 ≤ x ≤ π で単調減少し ， 区間 [0, 1] の値を１ 度ずつ取る (試験予想問題 5.3 の

図参照)． 定義域を区間 [0, 1] とするこの関数の逆関数 f(x) を与えるライブラリ 関数を作れ. ただし

x = 1 のごく 近く でも十進 14 桁の精度を持つよう にせよ .

作った関数を代表的ないく つかの値に対して呼び出し ， 計算時間を計測せよ .［ １ 回呼んだだけでは時

間は測れないほど速いはずです.]

問題 3 引数に与えられた行列の行列式を返す関数を C 言語で書け . またこれを実験するメイン関数を書い

て結果を確認できるよう にせよ .

問題 4 代数方程式 x5 − x− 1 = 0 の全複素根の近似値を求めよ . グラフィッ クの好きな人は cubic.cc を

参考にして Newton 法の吸引領域の図も描け .

問題 5 π の近似値を小数点以下 1000 桁計算するプログラムを C 言語で書け . 数値のチェックは， Math-

ematica， Maxima, Pari/GP, Risa/Asir などの出力との比較で行え . ［ あとの三つは Kerosoft 社の

Cygwin パッケージに含まれており ， ５ 階には， 僕のディ レクト リ のどこかに僕がメイクしたものが

置かれている . Windows 版のバイナリ をネッ ト でダウンロード することもできる .]
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